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【報告・紹介】
防災からみえる里山の風景
―「防災かや談義」の報告
千葉大学大学院工学研究科建築・都市科学専攻修士１年
遠藤　源太
　2012年 10月５日（金）千葉県館山市塩
しお
見
み
にある「かやぶきの家ゴンジロウ」
にて「防災かや談義」を開催した。
　かや談義とは、西岬海辺の里づくり協議会（以下、協議会）の活動のひとつ
である。同協議会は千葉大学岡部研究室が地元に働きかけて 3年ほど前に組織
し、ゴンジロウを拠点として活動してきた。昨年度は２度のかや談義を開催し、
講師の方のお話からかつての里山の集落コミュニティの中で茅屋根の葺き替え
作業が大きな役割を担っていたことを学び、それをもとに現在の住民と学生が
話し合う場となった。３度目となる今回は防災をテーマとした。都市型の防災
にはない、里山ならではの防災の意識や知恵を学生が住民といっしょになって
考え、里山のランドスケープを見直す機会となった。
　談義は三部構成である。第一部は、防災と里の風景を一つの枠組みとして把
握するために本間秀和氏を迎えて講義をしていただいた。本間氏は千葉県南房
総市三芳で農園を経営されている傍ら、「南房総リパブリック」という NPO
で南房総の里山保全にも取り組んでいる里の専門家である。第二部は参加者が
３組に分かれ、里山における防災のあり方を話し合うグループワークを行い、
第三部では、会場周辺の里歩きを実施し、講義やグループワークの内容を実地
で確認した。
　里における防災への意識
　協議会の活動対象としている西岬地区（ 香
こうやつ
・塩見・浜田、688人、307世帯）
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は、海と里山に挟まれており、半農半漁の暮らしを代々受け継いできた。3.11
以降、住民の災害に対する意識は高まっており、津波などを想定した防災訓練
に取り組んでいるが、高齢化が進み、災害への備えに不安が生じている。５月
の定例会議において会員である塩見区３役（区長、副区長、会計担当）からは
「防災マップづくりに取り組みたい」という声があがった。
　他方、継続的にこの地域で活動していく中で、集落には非常時に自活してい
ける知恵が継承されていることを知るようになった。「裏山のマテバシイは薪
に活用していた」「新米は備蓄して古米どころかいつも古々米だった」「ソテツ
から抽出できるデンプンは最後の食料」などは里ならではの資源として見るこ
とができる。常時の生活の中であまり意識されることなく蓄積されてきたもの
が里に多く残されていることは都市生活と異なる環境であり、それらを住民と
学生がいっしょになって再確認することが、防災に役立つのではないかと考え、
防災かや談義を開催することになった。
　里の防災を資産として見る
　西岬地区では毎月区会を持ち、祭りや神社掃除などの行事に取り組みながら、
コミュニティを維持しているが、高齢化や、都会的な価値感を持った新住民が
増えることによって、伝統的なコミュニティと疎遠な人も少なくない。
　協議会では「住環境をケアし続けていくプロセス」を住環境資産として捉え
ている。住まいとそれを取り巻く環境そのものよりも、そこに学生や住民が手
入れをする風景を資産とする考え方である。かやぶきの家で毎年行われる茅屋
根の葺き替え作業が活動の核となっており、そのサイクルから生まれる学生と
住民の協働の場を通して、新しいコミュニティ運営のかたちを探ってきた。す
なわち、葺き替えという共同作業がコミュニティを充実させその価値を高める
という、共同作業とコミュニティ形成の好循環を促す試みである。
　今回の防災かや談義では、学生と住民が自らの生活環境を見直し、里山に刻
まれてきたメッセージを身近な風景から資産として発見していくことを意図し
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た。そして風景をケアしながら継承していくコミュニティ運営につなげていき
たいと考えた。
第一部　講義
　地層に刻まれた津波の記録
　本間氏はまず、里山に残された地層の観察から読み取れる情報を説明した。
そして、生活の基盤となる今の地形がどのようにつくられたのかへと話を展開
していった。
　まず館山市内で観察することができる津波堆積層として平
へ
久
ぐ
里
り
川
がわ
（館山市西
郷）を取り上げた。写真２の巴川の堆積層を見ると４つに層が分かれているこ
とが確認できる。このように簡単に見ることのできる堆積層は、里山に多く存
写真１　 講義の様子（上）／写真２　平久里川の堆積層（下左）／写真３平
久里川の堆積層の拡大（下右）
（出典）写真１：筆者撮影。写真２および写真３：本間氏撮影。
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在し、地形の成り立つ過程を示してくれているという。その層の境目を拡大し
て観察したものが写真３で、砂質泥層の挟まれた異質の層があり、そこに砕け
た貝や木片などがあることからそれが津波の跡であることが予想される。また
写真２の４つの堆積層が 100年ごとに形成されているという調査から、館山
市周辺が約 100年から 200年の周期で津波の発生するような大きな地震（記
録に残っているものでは、相模トラフを震源とした、1703年の元禄地震と
1923年の大正地震である。）が起きていたということになる。地震と津波によっ
て断続的に地形が更新されていくことによって里山が形成されていることが認
識された。
　地形と土地利用
　次に地質図などを手掛かりに、現在の地形が形成されてきた経緯の説明が
あった。大昔は房総半島の多くが海の底で、隆起を繰り返して徐々に地面がで
きてきた。最も新しい隆起は 1703年頃（元禄段丘）で約 2000年ごとに隆起
図１　遺跡の配置図（左）／図２　塩見の地質図（右）
（出典）「ふさの国文化財ナビゲー
ション」千葉県教育委員会、
http://wwwp.pref.chiba.lg.jp/
pbbunkazai/framesetMain.aspx
（最終確認 2012年 12月 1日）
（出典）以下をもとに筆者作成。川
上俊介・宍倉正展（2006）「館山
地域の地質 5万分の 1地質図」産
業技術総合研究所地質調査情報セ
ンター
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は繰り返されていることが地質図からも読み取ることができる。
　また図１から、1000年以上前の古墳時代の塩見遺跡や立
たて
石
いし
横
よこ
穴
あな
群
ぼ
があった
ことがわかり、その周辺には水田も確認することができ、現在も利用されてい
る。図１と同じ場所を拡大した地質図が図２であるが、点線で示した外形が水
田である。これらにより、水田が 5000年前に隆起した地面と 3000年前に隆
起した地面によってつくられた段丘に位置していることがわかる。このように、
遺跡や古墳がヒントとなり、現在に至るまで、どのように人びとが地震によっ
て隆起した地形を活用してきたかがわかる。
（出典）本間氏作成。
昔 今
燃　　　料 薪 石油
食　　　料 水田・畑近くの海岸 近くのスーパー
飲　　　水 井戸、沢 水道
表１　生活物資の調達の今昔
図３　かつての農漁村生態系
（出典）以下をもとに筆者作成。中村俊彦（2004）『里やまの自然誌――
谷津田からみた人・自然・文化のエコロジー』マルモ出版、88ページ。
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　身近にある生活物資をもう一度見直す
　講義の最後に、本間氏は、生活物資の調達の今昔比較を示した。表１による
と今の物資は外部に依存しているのに対し、昔は地域内で自給が可能であった
ということがわかる。現在、災害時に都市からの物資が途絶えた際には、昔か
ら継承されている知恵などが地域で共有されていることが有益になってくる。
地震と里山の風景は切っても切れない関係にあり、地形の変動に対処してきた
ように、非常時にも里山を活用できるということである。「里山」とは単なる
自然ではなく、そこに人為が介入しており、その生態系（図３）には人の営み
も組み込まれている。地域の身近な自然を活用することは、里山の風景を充実
させるとともに防災にもつながることがわかった。
第二部　グループワーク
　次に参加者が５、６人ずつ３グループに別れ「もし災害が起きたら」という
設定で話し合い、防災の知恵を出し合った。本間氏による講義に触発されて、
話し合いの焦点がはっきりし、積極的に発言する参加者が目立った。以下、参
加者から出た知恵を一部掲載する。
・昔（100年以上前）は大豆なども作っていて、醤油、味噌も自足していたが
今はない。
・昔は家には必ず井戸があった。→今も残っているところはあるがポンプが止
まると何もできない。
・海の幸（サザエ、コブシ、シッタカ、イソダマ、アジなど）が食料になる。
→道具を防災倉庫に用意しておくべき。
・鳥（メジロ、ヒヨドリ、鳩）など捕まえて団子汁にする。→今、鳥の捕まえ
方など知っている人がどれだけいるのだろうか。
・薪に不自由しない。
・山芋は冬はプロじゃないと見つけにくいが、７、８月以外はいつでも採れる。
・木通（アケビ）の皮も天ぷらにして食べていた。
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・筍（タケノコ）は春から夏
によくとれる。
・山菜（フキやクズ）が採れ
る。クズは潰して布で濾す
とクズ粉ができ、栄養価が
高い。
・竹薮は根がはっていて地盤
が強くなっているため、津
波が来たときは竹薮逃げろ
と言われている。
第三部　里歩き
　最後に本間氏のガイドによって里歩きを実施した。講義で取り扱ったような
段丘や、珊瑚の跡（写真４）、実は食べることができる植物などを実際に見な
がら説明を受けることができたため、理解をより具体的に深めることとなった。
集落の参加者の中には、昔の思い出などを語り合ったりする人もおり、他方、
あの植物は何ですか、と質問が飛び交う場面もあった。
おわりに
　本間氏の講義には、地震などの自然の力によってかたちづくられた環境をう
まく活用すること自体が里山の防災になるというメッセージが込められていた。
それは、里山の風景を資産として捉えケアしていく協議会のスタンスに通底す
る。
　今回のかや談義では、それを参加者の共通認識とし、里山の知恵や思い出に
ついて話し合い、共感する場をつくりだせたといえる。里山の風景を継承して
いくことが、災害への備えになり、結果的にコミュニティを強化するのではな
いだろうか。また、他地域に住む参加者から、自分の住む地域でも専門家を招
写真 4　塩見の珊瑚の跡
（出典）筆者撮影。
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いて防災かや談義を開催したいとの声があるなど、新たな展開につながること
が期待される。
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